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学 位 番 号 乙 第 2935 号 氏  名 保科 しほ 

審 査 委 員 会 主 査 教 授 田中 淳司 

論文審査の要旨（400 字以内） 

 

保科しほ氏は KSHV感染リンパ腫細胞株、EBV 感染リンパ腫細胞株、非感染リンパ腫

細胞を用いて、超遠心法プロトコールと ExoQuick-Tc (SBI社)によってエクソソー

ムを分離し、抽出した miRNA から RNA ライブラリーを作成し、次世代シークエンサ

ー(MiSeq, Illumina社)にて解読を行い、CLC genome workbench (Qiagen社)で解析

を行った。その結果、KSHV感染細胞ではウイルス由来の miRNAがエクソソーム中の

全 miRNA の 48％を占め、細胞内では 43-44％であった。EBV 感染細胞では EBV 由来

の miRNA はエクソソーム中の全 miRNA の 7％、細胞では 15.7％であった。配列中に

CCCTと CCCGモチーフを持つ miRNA が KSHV感染細胞のエクソソームに有意に多く局

在していた。 

このようにウイルス感染リンパ腫細胞株のエクソソームと細胞の miRNA の詳細なプ

ロファイルを報告し、ウイルス感染細胞の miRNA が特定のモチーフによりエクソソ

ームに誘導されている可能性が示唆された。 

またこの研究に関して直接質疑を行ったところ氏は適切に説明解説を行う事ができ

た。 

 

 本要旨は当該論文が第二次審査に合格した後の 1 週間以内に医学部学務課へご提

出下さい。（本学学会雑誌に公表）[学校教育法学位規則第 8 条] 
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